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内容 ようこそ、天空遊園地 まほろばへ。わたくし当園の案内人、シチカと申します。ここは、もう二度と会えない、あなたの大切な人「再会」
できる場所。入園される際に、一つご注意を。当園では泣くことが禁止されております。もし泣くと、あなたの大切なものが失われま
す。くれぐれもお気をつけください……。胸を震わせる５つのやさしい物語。

本体価格
\1,700

発売
2025/7/24

出版社
ポプラ社

ISBN
978-4-591-18677-0

内容 『万葉集』に登場する奈良県の地名は総数約９００にのぼる。しかもそのうち２００以上が飛鳥に集中している。つまり、『万葉集』にも
とづいて大和の地を訪ねれば、必然的に飛鳥を訪れることになる。それほどに飛鳥は昔の日本人にとっては重要な場所であり、憧れ
の土地であったのだ。しかし、その飛鳥が古代日本の政治的中心地であったのはわずか１００年。しかも飛鳥は狭矮な盆地で、当時
は辺鄙なところだった。誰が何のために飛鳥という地を選んだのか。飛鳥にまるわる謎を深掘りする。

書名
天空遊園地まほろば

著者名
浜口　倫太郎／著

本体価格
\2,500

発売
2025/7/23

出版社
方丈社

ISBN
978-4-910818-27-6

内容 本書は、2023年に実施した佐紀古墳群の航空レーザ測量の調査報告書である。佐紀古墳群は、奈良市北縁部に位置し、大型前方後円墳をはじ
めとする約70基が確認されている。しかし、多くが陵墓地であることから、これまで精緻な測量図が整備されていなかった。そこで筆者は、クラウド
ファンディングを活用した調査を計画して実施することができた。本書では、測量調査報告だけでなく、佐紀古墳群に関する既往の研究史をまとめ
たものや、調査成果をもとにした論考6編を収録した。今後の佐紀古墳群を研究する上で重要な一冊となるように努めた。

書名
飛鳥幻想

著者名
戸矢 学／著

本体価格
\3,500

発売
2025/7/22

出版社
六一書房

ISBN
978-4-86445188-8

内容 縄張り図を描くと、遺構の理解が格段に深まる！
近世城郭の縄張り図を取り上げた初の本格的書籍。絵図や現況遺構、さまざまな史・資料を複合的に分析し、今後の近世城郭研究
に一石を投じる。大坂城、郡山城、彦根城、岡山城、広島城、松江城、福岡城ほか計42枚の縄張り図を掲載。

書名
佐紀古墳群　航空レーザ測量調査報告書

著者名
村瀬 陸、柴原聡一郎／著

本体価格
\3,800

発売
2025/7/3

出版社
戎光祥出版

ISBN
978-4-86403-584-2

書名
縄張り図から読み解く近世城郭 西日本編

著者名
髙田 徹／著

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034755161&Action_id=121&Sza_id=E1&refHpStenhnbCode=0296
https://www.maruzenjunkudo.co.jp/products/9784864451888
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034758043&Action_id=121&Sza_id=LL&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-591-18677-6&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296
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内容 木簡の基礎知識や地方木簡を用いた古代史研究の方法論をわかりやすく解説し、具体的な木簡の釈読と文献史料から地方支配の
様相の展開を立体的に描く、画期的入門書。

本体価格
\2,800

発売
2025/7/31

出版社
勉誠社

ISBN
978-4-585-32066-1

内容 特異な民俗学者・中山太郎が最後の光芒を放つ遺著を新仮名遣いで復刊。万葉集に詠まれた人々の暮らしと心意の実態に民俗学
から迫って画期的。異端児中山、面目躍如の名著。

書名
古代木簡の世界

著者名
森公章／著

本体価格
\4,200

発売
2025/7/29

出版社
河出書房新社

ISBN
978-4-309-22969-0

内容 本書は、都道府県それぞれの土地にとって重要な意味をもつ、平安時代から幕末までの約507戦（役や乱、討伐も含む）の合戦を取
り上げている。特に、勝敗の史実よりも合戦の要因、具体的な戦況、後世への影響といった点に注力して解説した。過去の興亡のう
えに成り立ってきた郷土史の深層に触れることができる一冊。

書名
万葉集の民俗学

著者名
中山 太郎／著

本体価格
\4,200

発売
2025/7/28

出版社
丸善出版

ISBN
978-4-621-31162-2

内容 古代史の大転換点となった「壬申の乱」。日本古代最大の皇位継承の戦いの伝説を追体験。大津宮から吉野宮、伊賀・伊勢を経て
美濃を拠点として、また大津へ――。戦いのルートの詳しい地図と、写真を多数掲載。伝説の地を訪ねる旅への案内書。

書名
47都道府県・合戦百科

著者名
小和田　泰経／著

本体価格
\1,200

発売
2025/7/25

出版社
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

ISBN
978-4-04-400762-1

書名
壬申の乱 古代日本の風景を歩く

著者名
倉本　一宏／著

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-04-400762-4&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296
https://www.maruzenjunkudo.co.jp/products/9784621311622
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-309-22969-7&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296
https://www.maruzenjunkudo.co.jp/products/9784585320661



